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(54)【発明の名称】 超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  従来、超音波断層装置を用いて、受精卵を子
宮腔に注入する場合、経膣用探触子に装着したアダプタ
ーにカテーテルを通し、そのカテーテルを子宮腔に挿入
し注入していた。ところが子宮腔の角度（傾き）は個人
差があり、カテーテルの進入方向と子宮腔の角度が垂直
に近づくとカテーテルが挿入できないことがあった。本
発明はその角度を自由に変えられるようにすることにあ
る。
【解決手段】  指先に装着した経膣用探触子１０にカテ
ーテルガイド４、４’を設け、指先でカテーテル３の進
入角度を自由に変えることが出来るように構成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波送受信面に沿って振動子を複数配
置しこれらの振動子を収容するハウジングと、カテーテ
ルのガイド部とを備えた超音波探触子において、前記ハ
ウジングと前記ガイドを着脱自在とする取付け部を備え
たことを特徴とする超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断下の不
妊治療において、受精卵を子宮腔に注入するための受精
卵着床超音波探触子に関する。
【０００２】
【従来の技術】この技術分野における公知例としては、
特許第２７０２１５１号がある。この特許は、ハウジン
グの底部に振動子を配列し、ハウジングの上部に突起部
を設けた構造の超音波探触子を開示している。しかし、
この特許では検査者の指先を突起部に当てがい、振動子
面を被検者の診断部位に密着させて振動子を駆動するこ
とにより、診断部位をモニタに表示するものである。ま
た、受精卵を子宮腔に注入するためのカテーテルについ
ては何等の記載もされていない。
【０００３】また、従来、不妊治療において受精卵を子
宮腔に注入する場合、検査者は前記公知例のような探触
子を用いず、受精卵を付けたシリンジを用い、これを直
接操作していた。
【０００４】また、この方法以外に、超音波断層装置を
用いる方法として、経膣用探触子に取付けられたアダプ
ターにカテーテルを通し、そのカテーテルを用いてモニ
タに表示された被検者の断層像を見ながら子宮に受精卵
を注入していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】検査者が受精針を付け
たシリンジを用いる場合には、検査者の経験に大きく依
存し、経験の少ない検査者にとってその操作は困難であ
った。
【０００６】また、経膣用探触子を用いる場合、この探
触子は直線状の構造をしているため、これに装着したア
ダプターに通したカテーテルも直線状に案内されカテー
テルを被検者の部位に挿入する角度が限られていた。と
ころが、子宮腔の角度（傾き）には個人差があり、受精
卵を着床させたい部位がカテーテルの進入方向に対し、
垂直方向に傾いていると、カテーテルがその部位に引っ
掛かるおそれがあるという問題があった。
【０００７】
【課題を解決するための手段】この問題を解決するため
に、本発明は、超音波送受信面に沿って振動子を複数配
置しこれらの振動子を収容するハウジングと、カテーテ
ルのガイド部とを備えた超音波探触子において、前記ハ
ウジングと前記ガイドを着脱自在とする取付け部を備え
た。
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【０００８】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施例を示す受
精卵着床用超音波探触子の外観図である。探触子１０
は、ほぼ直角に湾曲形成したハウジング１よりなる。湾
曲形成した部分には検査者の人差指１１が当てがわれる
ようにする。ハウジング１の先端面には振動子１２が装
着され超音波送受波となっており、その後端部には、電
気信号を伝播する信号線を有する自由に曲げることので
きるケーブル５の一端が取付けられている。ケーブル５
の他端は、超音波装置本体に接続されるコネクタ６に取
付けられている。振動子１０は、超音波装置本体からの
送信信号により超音波を放射し、被検体部位から反射さ
れた反射信号を受信し、これを超音波装置本体に送信す
るようになっている。
【０００９】本発明においては、探触子１０のハウジン
グ１の頭部１３に、内側にくぼみを有するカテーテルガ
イド固定部４および４’を向い合せに設け、この固定部
４、４’で形成された空間にカテーテル３を有するチュ
ーブ状のカテーテルガイド２を通せるように構成する。
カテーテル３はシリンジ７に接続され、カテーテルガイ
ド２により案内されて、その先端はハウジング１の先端
よりとび出るようにする。なお、カテーテルガイド２を
ハウジング１の固定部４、４’に固定する場合には、カ
テーテルガイド２の先端がその位置で固定されるように
する。カテーテルガイド２を固定部４、４’より取り外
す場合には、ガイド２を固定部４、４’より引張り出せ
ばよい。
【００１０】図２は本発明の他の実施例を示すもので、
探触子１０の構造は図１のものと同じである。この実施
例では、直径がハウジング１の頭部１３と底部１４との
距離にほぼ等しい例えばゴム輪よりなる固定部１５にカ
テーテルガイド２の先端を取付けたものである。このカ
テーテルガイド２を取付けた固定部１５をハウジング１
に取付ける場合には、固定部１５の弾性を利用し、ハウ
ジング１の頭部１３と底部１４とに固定部１５をかん合
するようにする。なお、固定部１５としてゴム輪の代り
として、樹脂材よりなる輪を形成し、この輪にカテーテ
ルを取付け、この輪をハウジングにかん合するように構
成してもよい。ハウジング１より固定部１５を取り外す
場合にはそのかん合を解けばよい。
【００１１】図３は、超音波探触子１０およびカテーテ
ル３の使用例を説明するためのものである。検査者はそ
の人差指１１を探触子１０の湾曲部に当てがうととも
に、親指を除く残りの指でケーブル５を握る。そして、
探触子１０を被検者１６の腔内に挿入し、これを作動し
て、図４に示すように、被検者の腔の断層像１７をモニ
タ１８上に表示する。検査者はこの断層像１７を観察し
ながらカテーテル３の先端を最適な位置にもってくる。
この場合、モニタ１８の断層像１７には、カテーテル３
の出入口を示すためのカテーテルガイドマーク１９が表
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示されるようになっている。このように、検査者はカテ
ーテルガイドマーク１９を見ながらカテーテル３の先端
を最適な場所に誘導できた場合には、その場所に対し
て、シリンジ７よりカテーテル３を通して、その先端よ
り受精卵を送って着床させる。
【００１２】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、探
触子の湾曲部に検査者の人差指を当てがい、人差指を曲
げることにより、探触子のハウジングに取り付けられた
カテーテルの方向も自由にその角度を変えることができ
るので、被検者ごとに適正角度で子宮腔にカテーテルを
挿入することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す外観図である。
【図２】本発明の他の実施例を示す外観図である。
【図３】本発明の使用例を示す外観図である。
【図４】本発明の使用例におけるモニタに表示された断
層像を示す説明図である。 *
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*【符号の説明】
１  ハウジング
２  カテーテルガイド
３  カテーテル
４，４’  カテーテルガイド固定部
５  ケーブル
６  コネクタ
７  シリンジ
１０  超音波探触子
１１  人差指
１２  振動子
１３  頭部
１４  底部
１５  固定部
１６  被検者
１７  断層像
１８  モニタ
１９  カテーテルガイドマーク

【図１】 【図２】

【図３】
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解决的问题：通常，当使用超声波断层摄影设备将受精卵注射到子宫腔
中时，将导管穿过连接到经阴道探针的适配器，然后将导管插入子宫腔
中进行注射。 。 然而，子宫腔的角度（倾斜）存在个体差异，并且当导
管的接近方向和子宫腔的角度接近垂直时，存在无法插入导管的情况。 
本发明是允许自由地改变角度。 解决方案：连接到指尖的阴道探针10配
备有导管引导件4和4&#39;，并且指尖可以自由地改变导管3的进入角
度。
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